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しんぶん赤旗（2020 年 8 月 24 日付）より転載
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サチさんが神明高等女学校4年生の夏。桜組で記念撮 へ
影＝1941年、夏河家子（かかかし）海岸で（親族提供）

「
満
州
」
の
高
等
女
学
校

は
5
年
生
ま
で
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
川
本
サ
チ

さ
ん
は
4
年
で
卒
業
し
て
、

「
女
専
」
と
呼
ば
れ
た
”
花

嫁
学
校
II

に
進
み
ま
し
た
。

旅
順
で
も
大
連
で
も
熱
心
に

教
会
に
通
い
、

1
9
4
1年

に
は
洗
礼
も
受
け
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
し
た
。

戦
争
が
終
わ
り

結
婚
し
な
さ
い
、
男
の
人
も
純

潔
な
人
を
選
べ
っ
て
散
々
言
わ

れ
た
。
あ
の
こ
ろ
、
兵
隊
に
い

っ
た
ら
純
潔
じ
ゃ
な
い
わ
け

ょ
。
行
く
先
々
で
女
の
人
を
与

え
ら
れ
て
。

終
戦
の
半
月
前
、

7
月
31日

に
20歳
で
結
婚
し
た
け
ど
、
う

ち
の
旦
那
は
兵
隊
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
い
っ
て
た
。
何
か
の
折
に

”
オ
レ
は

6
カ
国
の
女
を
知
っ

て
き
た
“
と
自
慢
げ
に
言
う
の

男
の
健
康
診
断
書
を
取
っ
て
よ
…
。

川
本
サ
チ
パ
の
ふ
る
さ
と

記
憶
の
な
か
の
「
満
州
」
）下

地べたをはうように逃げて

夫
が
奉
天
郊
外
に
あ
っ
た

満
電
（
満
州
電
信
電
話
）
の

独
身
寮
で
寮
監
を
し
て
い
た

た
め
、
終
戦
は
同
地
で
迎
え

ま
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
最
初
に
見

た
の
は
、
蒋
介
石
の
兵
隊
だ
っ

た
。
日
本
語
が
上
手
で
ね
、

II
蒋
介
石
は
日
本
の
陸
士
を
出

て
い
る
、
だ
か
ら
僕
た
ち
は
親

日
だ
II

っ
て
い
ば
っ
て
た
よ
。

次
に
来
た
の
が
新
四
軍
（
前
身

は
中
国
共
産
党
の
紅
軍
）
。
同

じ
中
国
の
兵
隊
で
も
話
す
こ
と

が
全
然
違
っ
て
た
。
そ
の
人
た

ち
が
帰
っ
た
後
、
ソ
連
兵
が
き

こ。t
 
シ
ベ
リ
ア
に
流
さ
れ
た
”
罪

人
II

が
入
っ
て
き
た
。
あ
れ
は

ひ
ど
か
っ
た
ね
ぇ
、
け
だ
も
の

だ
も
ん
ね
。
本
当
は
露
助
な
ん

て
言
っ
た
ら
い
け
な
い
の
に

ね
、
そ
う
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
わ
け
よ
。

問
り
の
女
性
は
II
丸
坊
主
II
か

ぃ，9V
o
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引き揚げ費用に充てる？！

国が在留邦人から借り入れ

サチさんの父親が1950年 3月、松山市役所に
提出した「在外公館等借入金確認請求書」（写

真、部分）。そこには、 46年に「ソ連軍票5000
円」を提供したこと、提供者名に生後6カ月で
亡くなった息子の名前を使った旨、記していま

す。その理由を¥‘当時は社会状態が極めて不安

であって…必要であれば住所姓名を偽っても出

資する様とのことでしたので、、としています。

政府は49年、‘‘引き揚げ費用などに充てるため、＼
として在留邦人から国が偕り入れをする法律を

制定。その3年後には借入金を返済する法律を
作りますが、換算率は日本円1円に対してソ連
軍票は10円 (47年3月以前分は1.6円）でした。

断
髪。

女
性
の
格
好
で
外
を
歩

か
な
か
っ
た
。
寮
で

1
人
で
洗

濯
し
て
た
時
、
ソ
連
兵
が
2
人

入
っ
て
き
た
。
撃
た
れ
る
か
、
捕

ま
っ
て
犯
さ
れ
る
か
、
ど
っ
ち

か
し
か
な
い
。
と
に
か
く
逃
げ

な
き
ゃ
と
思
っ
て
、
私
飛
び
出

し
た
の
。
入
り
口
に
い
た

1
人

を
突
き
飛
ば
し
て
、
寮
母
さ
ん

が
い
る
隣
の
棟
ま
で
逃
げ
た
。

別
の
日
、
”
楽
器
を
譲
っ
て

く
れ
II

っ
て
ロ
シ
ア
の
士
官
が

交
渉
に
き
た
わ
け
0

t'J
く
当
た

り
前
の
将
校
だ
っ
た
。
ヘ
ー
、

同
じ
ロ
シ
ア
人
で
も
、
”
丸
坊

主
の
罪
人
II

と
は
遵
う
ん
だ
っ

て
見
薗
し
た
。

寮
の
近
く
に
関
東
軍
が
い

て
、
憲
兵
だ
っ
た
と
い
う
2
、

3
人
が
、
そ
れ
こ
そ
伽
匈
で
逃

げ
て
き
た
の
。
す
ぐ
軍
服
を
脱

が
し
て
、
頭
も
そ
れ
っ
ぼ
く
し

て
寮
生
の
な
か
に
紛
れ
込
ま
せ

て
、
一
緒
に
引
き
揚
げ
た
。
武

装
解
除
さ
れ
た
日
本
兵
は
、
北

に
向
か
っ
て
ゾ
ロ
ゾ
ロ
、
ゾ
口

ゾ
ロ
、
毎
日
毎
日
よ
、

2
列
に

並
ん
で
歩
か
さ
れ
て
た
。
み
ん

な
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
て
い
か
れ

た
ん
だ
ね
。

サ
チ
さ
ん
の
も
と
に
父
親

も
11

地
べ
た
を
は
う
よ
う

に
11

逃
げ
て
き
ま
し
た
。
服

役
中
の
費
用
を
自
己
負
担

し、

1
年
で
下
士
官
な
ど
の

幹
部
に
な
っ
て
除
隊
で
き
る

「1
年
志
願
兵
」
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
サ
チ
さ
ん
が
結
婚ほん

す
る
直
前
に
召
集
さ
れ
、
本

渓
湖
（
遼
東
半
醗
の
付
け

根
、
朝
鮮
半
鳥
側
）
の
関
東

軍
に
い
ま
し
た
。

振
り
向
か
ず
に

日
本
へ
の
引
き
腸
げ
は
、

51

き
掃
げ
者
の
連
盟
か
ら
11
何
月

何
日
何
時
の
汽
車
に
乗
っ
て
く

だ
さ
い
II

っ
て
連
絡
が
あ
る
わ

け
ね
。
持
て
る
だ
け
の
物
を
持

っ
て
、
家
財
道
具
や
家
は
そ
の

ま
ま
に
し
て
。
家
の
前
に
中
国

人
が
た
く
さ
ん
待
っ
て
て
、
私

た
ち
が

1
歩
玄
関
か
ら
出
た

ら
、
押
し
の
け
る
よ
う
に
し
て

入
っ
て
き
た
。
11
あ
ー
っ
、
こ

ん
な
こ
と
す
る
ん
だ
“
っ
て
思

い
な
が
ら
、
振
り
向
き
も
せ
ず

に
帰
っ
て
き
た
け
ど
ね
。

「
満
州
」
で
は
、
朝
鮮
銀
行

発
行
の
お
金
を
使
っ
て
生
活
し

て
た
の
。
引
き
賜
げ
の
際
、
日

本
の
紙
幣
と
交
換
し
て
く
れ
る

の
が
、

1
人
1
0
0
0円、

1

回
だ
け
な
の
よ
。
何
回
も
換
金

す
る
人
も
い
た
わ
。
み
ん
な
、

リ
ュ
ッ
ク
し
ょ
っ
て
、
水
筒
さ

げ
て
く
る
わ
け
で
し
ょ
、
換
え

た
お
金
を
空
の
水
筒
に
詰
め
込

む
の
。
遼
寧
省
の
西
端
、
港
湾
都

ろ

と

う

市
・
萌
彊
婁
の
港
か
ら
引
き

揚
げ
た
の
は
、

46年
6
月
で

し
た
。
収
容
所
で
約
10日
過

こ
し
て
順
次
、
引
き
揚
げ
船

に
乗
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
上
が
っ
た
の
は

呉
。
な
に
も
な
い
内
地
を
見

て
、
私
た
ち
の
薯
ら
し
と
は
ず

い
ぶ
ん
遵
う
の
で
ぴ
っ
く
り
し

た
わ
ね
。サ
チ
さ
ん
に
と
っ
て
「
満

州
」
は
故
郷
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
、
ず
っ
と
以

前
か
ら
襲
ら
す
多
く
の
人
々

が
い
ま
し
た
。
話
を
終
え
よ

う
と
し
た
こ
ろ
、
サ
チ
さ
ん

さ
ん
が
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

日
本
人
が
偉
そ
う
に
し
て
た

の
は
事
実
よ
ね
。
私
た
ち
は
向

こ
う
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
か

ら
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
た
。

（お
わ
り
）
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しんぶん赤旗（2020 年 8 月 24 日付）より転載

朝日新聞（2020 年 11 月 27 日付）より転載

美
瞑
人
生
や
体
験
し
て
き
た
こ
と
を

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
を
祖
母
に
も
つ

3
世
が
、
自

母
可
聞
い
た
。
中
国
に
取
り
残
さ
れ

祖
江
た
祖
母
の
思
い
や
両
親
が
苦
労

叙
伝
的
長
編
小
説
「
不
確
か
な
血
」
（
文
景
坊
出
版
）

、し
て
日
本
で
の
生
活
を
築
い
た

を

出

版

し

た

。

戦

争

に

翻

弄

さ

れ

た

「

お

ば

あ

ち

ゃ

と

都

東
こ
と
を
知
っ
た
。

ん
」
の
人
生
と
、
日
本
と
中
国
と
い
う
二
つ
の
国
を
背

作
品
は
、
祖
母
と
自
分
の
体

負
っ
て
生
ま
れ
た
「
僕
」
が
抱
え
て
き
た
葛
藤
の
体
験

昇
さ
験
を
元
に
、
戦
争
の
歴
史
と
残

を
も
と
に
書
か
れ
た
。
根
底
に
あ
る
の
は
、
歴
史
を
受

藤

子
佐
和
留
孤
児
と
そ
の
子
孫
が
背
負
わ

け
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
だ
。

さ
れ
た
も
の
を
た
ど
り
な
が

、
両
国
の
は
ざ
ま
で
生
き
る

3
世
の
葛
藤
を
描
い
た
。
自
身

な
ぜ
自
分
は
い
ま
こ
こ
に
…
必孫
が
小
説
出
版
ら

著
者
は
、
東
京
都
江
戸
川
区
生
ま
れ
た
の
が
佐
藤
さ
ん
だ
。
に
侵
略
し
た
日
本
軍
の
行
為
を
が
北
京
留
学
中
に
体
験
し
た
尖

在
住
の
会
社
員
佐
藤
昇
さ
ん
小
学
校
入
学
前
か
ら
、
自
分
の
繰
り
返
し
教
わ
り
、
頭
の
中
が
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
反
日
デ
モ
な

(31)
。
祖
母
の
美
和
子
さ
ん
家
が
違
う
文
化
を
も
っ
て
い
る
真
っ
白
に
な
っ
た
。
ど
の
様
子
も
盛
り
込
ん
だ
。

(76)
は
幼
い
こ
ろ
、
軍
人
の
父
こ
と
を
意
識
し
姶
め
た
。
「
恥

15歳
で
日
本
に
戻
り
、
そ
の
佐
藤
さ
ん
は
言
う
。
「
国
と

ら
家
族
と
中
国
に
暮
ら
し
て
い
ず
か
し
く
て
、
い
や
だ
っ
た
」
後
、
再
び
中
国
に
渡
っ
て
北
京
国
と
の
い
ざ
こ
ざ
や
戦
争
が
起

た
。
敗
戦
前
後
の
混
乱
で
中
国
自
分
の
意
思
で
12歳
の
と
き
外
国
語
大
学
で
学
ん
だ
。
そ
こ
こ
る
と
、
そ
の
は
ざ
ま
の
人
た

人
に
預
け
ら
れ
、
家
族
と
離
れ
に
ハ
ル
ビ
ン
の
小
学
校
に
留
に
は
自
分
と
同
じ
く
日
中
の
文
ち
が
ど
ん
な
思
い
を
抱
え
、
ど

ば
な
れ
に
。
中
国
残
留
孤
児
と
学
。
「
中
国
語
が
わ
か
る
よ
う
化
を
背
景
に
も
つ
人
た
ち
が
い
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
の
か
を

な
っ
た
。

1
9
8
3年
に
肉
親
に
な
れ
ば
、
両
親
と
深
く
話
せ
た
。
「
自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
ら
知
っ
て
ほ
し
い
」

捜
し
の
た
め
の
訪
日
調
査
に
参
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
「
不
確
か
な
血
」
は
6
4
0

加。

2
年
後
、
日
本
に
永
住
帰
か
」
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。
の
思
い
が
生
ま
れ
た
。
芥
で
、

2
0
9
0円。

国
し
た
。
当
初
は
「
日
本
鬼
子
」
「
日
な
ぜ
自
分
は
い
ま
こ
こ
に
い
（
編
集
委
員
・
大
久
保
真
紀
）

美
和
子
さ
ん
の
長
女
で
あ
る
本
に
帰
れ
」
な
ど
と
い
じ
め
ら
る
の
か
ー
ー
祖
母
や
両
親
、
日

母
と
、
中
国
人
の
父
と
の
間
に
れ
た
。
歴
史
の
授
業
で
は
中
国
本
の
親
類
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
の

F5,,＇ 
ァ i.)

”‘ 
l..-• 

ト
：
し
じ --^ a 

:9, ^\~ 
9. 4 
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且

H
中
の
は
ざ
ま
残
留
孤
児
3
代
の
物
語
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.pr.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 

 



― 105 ―

＜＜報報告告＞＞        あありりががととううごござざいいままししたた！！  

前号の 30 号入稿後、2020 年４月以降にご送付いただいた会費及びカンパされた方々のお

名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。（敬称略、2020 年

11 月末までの分です） 

  

  福福久久一一枝枝  貞貞平平浩浩  前前川川よよししええ  土土川川克克広広  高高木木昂昂  大大久久保保勲勲  村村上上弘弘充充  菊菊田田真真紀紀子子  

渡渡辺辺保保雄雄  加加藤藤ままりり子子  榎榎戸戸吉吉定定  野野村村芙芙美美子子  柳柳生生じじゅゅんん子子  大大和和清清一一  肥肥後後茂茂樹樹    

広広田田彰彰夫夫  阿阿部部則則司司  竹竹中中一一雄雄  藤藤原原作作弥弥  清清野野浩浩志志  長長尾尾寿寿  小小倉倉光光雄雄  奥奥村村信信子子    

畑畑修修三三  大大山山茂茂  百百瀬瀬享享  高高橋橋守守男男  小小柴柴玲玲子子  藤藤井井盛盛  山山口口真真  小小出出公公司司  光光川川澄澄子子  

井井上上定定彦彦  山山川川禎禎一一  大大西西広広  田田澤澤仁仁  山山田田敬敬三三  亀亀山山英英雄雄  ささいいたたまま市市大大宮宮日日中中友友好好協協

会会事事務務局局  新新宅宅久久夫夫  塚塚田田恵恵子子  奥奥田田俊俊夫夫  椎椎名名鉄鉄雄雄  石石井井昭昭男男  田田平平正正子子  中中井井詔詔太太郎郎  

（（有有））正正盛盛設設備備  十十時時哲哲哉哉  阪阪田田和和子子  依依田田高高明明  先先﨑﨑千千尋尋  高高橋橋甫甫子子  山山本本義義輝輝    

根根田田春春子子  清清嶋嶋一一順順  由由井井格格  佐佐藤藤すすみみ江江  平平沢沢千千恵恵子子  宗宗重重勇勇  阿阿石石定定子子  網網代代正正孝孝  

藤藤後後博博巳巳  早早川川浩浩市市  田田中中丸丸邦邦彦彦  岩岩下下壽壽之之  塚塚原原常常次次  中中島島紀紀子子  新新谷谷陽陽子子  伊伊藤藤昭昭  

大大島島満満吉吉  小小林林淨淨子子  高高田田京京子子  久久保保和和男男  石石金金楷楷  富富田田恵恵子子  柳柳瀬瀬恒恒範範  篠篠田田金金二二  

樗樗沢沢仁仁  田田中中正正昭昭  望望月月信信隆隆  桐桐山山貞貞夫夫  松松村村静静子子  野野崎崎朋朋子子  木木戸戸冨冨美美江江  森森博博勇勇    

岩岩間間孝孝夫夫  吾吾孫孫子子隆隆  樋樋口口貴貴教教  小小坂坂井井和和夫夫  江江藤藤昌昌美美  村村田田和和代代  米米濱濱泰泰英英  田田井井光光枝枝  

小小玉玉正正憲憲  﨑﨑山山ひひろろみみ  北北原原武武司司  片片山山静静江江  白白井井豊豊富富  長長澤澤保保  中中澤澤道道保保  栁栁澤澤永永一一  

山山口口榮榮一一  田田島島正正夫夫  團團野野廣廣一一  甲甲斐斐国国三三郎郎  吉吉岡岡孝孝行行  掛掛谷谷敏敏男男  安安川川壽壽之之輔輔  堀堀泰泰雄雄

川川田田明明良良  澤澤岡岡泰泰子子  川川合合継継美美  深深山山信信雄雄  松松村村岩岩雄雄  杉杉田田春春恵恵  東東海海林林次次男男  中中島島幼幼八八  

平平良良長長政政  栗栗原原彬彬  瀧瀧亀亀久久男男  鈴鈴木木幸幸子子  松松田田信信義義  福福地地桂桂子子  渡渡辺辺一一枝枝  横横沢沢活活利利    

春春日日井井治治  秋秋吉吉任任子子  神神田田ささちち子子  谷谷川川弘弘  及及川川康康年年  竹竹井井成成範範  大大里里浩浩秋秋  野野中中酉酉夫夫  

高高橋橋健健男男  篠篠原原淳淳子子  山山本本武武  大大野野正正夫夫  栗栗林林稔稔  千千島島寛寛  落落合合智智恵恵子子  小小野野寺寺喜喜一一郎郎    

（（株株））シシーー・・アアイイ・・シシーー  久久保保孝孝雄雄  木木村村護護郎郎ククリリスストトフフ  大大浜浜敏敏夫夫  東東海海林林敬敬子子    

木木村村美美智智子子  篠篠原原孝孝  山山内内るるりり  上上野野千千鶴鶴子子  寺寺本本康康俊俊  伊伊東東秀秀子子  守守屋屋アアツツココ  山山本本寛寛  

片片岡岡祐祐子子  神神田田秀秀一一及及川川淳淳子子  富富田田宗宗廣廣  大大澤澤大大介介  塩塩谷谷茂茂和和  末末広広一一郎郎  松松島島赫赫子子    

黒黒木木皆皆夫夫  小小林林勝勝人人  清清水水醇醇  高高橋橋紀紀代代子子  瀬瀬部部明明子子  坂坂本本茂茂三三郎郎  小小関関光光二二  中中島島俊俊輔輔  

酒酒井井武武史史  西西嶋嶋拓拓郎郎  櫻櫻庭庭ゆゆみみ子子  山山田田弘弘子子  矢矢野野光光雄雄  瀬瀬々々倉倉卓卓治治  トトレレヴヴァァーー・・ママーー

フフィィ  森森清清多多美美江江    公公益益社社団団法法人人日日本本紅紅卍卍字字会会  飯飯田田弓弓子子  山山田田浩浩  矢矢島島敬敬二二  北北澤澤吉吉三三  

水水野野恵恵子子  小小林林彰彰彦彦  今今徳徳芳芳子子  丹丹野野雅雅子子  牧牧野野八八郎郎  林林郁郁  宮宮下下春春男男  加加藤藤毅毅  乃乃村村晃晃

川川添添緋緋砂砂子子  石石井井妙妙子子  柳柳田田正正子子  千千田田優優子子  齋齋藤藤忠忠雄雄  黒黒岩岩満満喜喜  出出口口孝孝樹樹  柳柳瀬瀬文文恵恵

仁仁木木茂茂  山山崎崎八八重重子子  湯湯川川誼誼  宮宮城城恭恭子子  小小田田淑淑代代  松松本本嘉嘉子子  松松成成亮亮太太  湯湯本本信信幸幸    

渡渡辺辺芙芙美美子子  田田辺辺実実  藤藤岡岡信信照照  藤藤川川琢琢馬馬  名名取取敬敬和和  小小池池イイヨヨ子子  藤藤村村光光子子  山山野野裕裕    

近近藤藤和和子子  今今井井和和江江    

≪≪編編集集後後記記≫≫  

  まず寄稿していただいた方、また参考資料として関連の新聞記事を送ってくださった

方々に感謝いたします。ありがとうございました。最終の原稿チェックには、いつもよう

に森一彦さんを煩わした。寄稿されたご本人も読み直したであろうし、また編集人である

私も、原稿を読んでみて誤字脱字はないと思っていても、森さんがまたチェックすると間
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違いが出てくる。もうこれで間違いはないだろうと思っていても誤字脱字が見つかるかも

しれない。また写真を入れるために原稿を短くしていただいたり、締め切りぎりぎりに入

稿された原稿があまりに長く、次号に回していただいたのもある。何卒ご寛容のほどお願

いします。本号の内容はいかがだろうか。率直なご感想をいただきたい、 

 さて、この８月 29日 30 日の両日、関東エスペラント連盟の大会が東京郊外の調布市で

開催された。その分科会の一つに「満蒙開拓団」というテーマで大類が講演をしろという

企画を堀泰雄さんが提案され、40 分ほど話す機会があった。堀さんは群馬県前橋市在住

で、本誌に転載した朝日新聞群馬県版＜群馬と満蒙開拓＞シリーズの記事を送ってくださ

った方でもある。 

 堀さんは元高校の英語教師だった。40 歳の時、父親が熱心にエスペラントをやっている

ことを思い、自分もやってみるかと始めた。私と違うのは、毎日 20 分エスペラントを読

むという自分に課した勉強を続けて、エスペラントをモノにされた方であり、今ではエス

ぺラントを駆使して、その後の東日本の被災状況を世界のエスペラント界に発信し、また

エスペラントで本を書かれるなど、日本のエスぺランティストとして世界のエスペラント

界で有名な方である。また本会の会員でもあり、大変頼もしい方である。 

 分科会の時間は 50分である。最初の５分ほどは、エスペラントで自己紹介した後は、

日本語で 35分ほど、「星火方正」を出すようになった経緯や、会報によって方正日本人公

墓の存在を知った羽田澄子さんが記録映画『鳴呼 満蒙開拓団』を制作した話などをし

た。会場には 20 人、オンラインで参加された 40 人、総勢 60 人の方々が私の話を聴いて

くださった。 

 自画自賛になって気が引くのだが、好評だった。話を終えた後、10 分間の質問時間に移

ったが、ロンドン在住の藤田喜久さんからは、すぐに会場に電話をくれ、「大変感激し

た」というコメントをくださった。また他の方からも好評で、帰途、佐々木照央さんとい

うロシア中世史の研究家からは「大類さん、いつまでも方正を伝えてください」と言われ

た。参加された方の中には旧知の方もいたが、改まって方正日本人公墓の建立経緯などを

話していなかったこともあるが、皆さん真摯に聴いていただき好評だったのは嬉しい限り

だった。 

 また最近、新たに本誌を知ったという方々からの電話やメールなどが相次ぎ、またカン

パなどをいただき、恐縮している。ありがとうございます。 

 本誌は基本的に会員、非会員を問わず誌面を開放しています。どうぞ本誌に相応しい原

稿だと思われるものはどんどんお寄せいただきたい。基本的には、ワードで左右 30ｍｍ、

主文は 10・5 ポイント、長くても 10 頁以内でお願いします。お待ちしています。（大類） 
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